
「5つのP」と日本の取り組み全ての人の参画を

つの
連携
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平和
Peace

人間
People

繁栄
Prosperity

Planet

グローバル・地域レベル

国レベル

ローカルレベル

国家目標・ターゲットへの
落とし込み

目標・ターゲット設定／
モニタリング・評価

実施
地球

特集 持続可能な開発目標（SDGｓ） 
私たちが未来をつくる

■ SDGsの17の目標

誰
の
た
め
の
目
標
か

自
分
の
頭
で
考
え
る

ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
で
は
、
社
会
の
発
展
に
必

要
な
環
境
資
源
を
保
護
・
更
新
す
る
経
済

活
動
へ
の
移
行
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
一
環

と
し
て
貧
困
削
減
な
ど
も
掲
げ
ら
れ
て
い

た
か
ら
だ
。

　
も
う
一
つ
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
が
多
角
化

し
た
理
由
と
し
て
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
一
定
の
成

功
を
収
め
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
国
連
本
部
が
軸
と
な
っ
て
、
幅
広
い
分

野
の
取
り
組
み
を
主
導
し
た
。
そ
の
結
果
、

世
間
の
注
目
が
集
ま
り
、
目
標
達
成
に
向

け
た
新
た
な
基
金
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
し

た
こ
と
か
ら
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
参
画
し
て
い
な

か
っ
た
国
連
機
関
な
ど
が
、
よ
り
積
極
的

に
参
画
し
た
の
だ
。
中
で
も
、
明
確
な
目

標
を
掲
げ
て
国
や
企
業
、
個
人
な
ど
、
多

彩
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
手
法
は
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を

通
し
て
定
着
し
た
。

　
森
所
長
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
内
容
に
目
を

通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
誰
に
向
け
た
も
の
で
、
ど
の
主
体
が
、

こ
れ
ら
に
ど
う
関
わ
っ
て
く
る
か
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
」と
強
調
す
る
。特
に
、

貧
困
や
環
境
面
の
課
題
な
ど
で
は
、
途
上

国
と
先
進
国
の
違
い
は
も
ち
ろ
ん
、
一
つ

の
国
で
も
都
市
と
地
方
で
状
況
が
大
き
く

違
う
た
め
、
世
界
共
通
の
数
値
目
標
を
作

る
こ
と
は
難
し
い
。
事
実
、
今
回
、
環
境

　
今
年
12
月
31
日
、
あ
る
目
標
が
期
限
を

迎
え
る
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

　
２
０
０
０
年
に
採
択
さ
れ
た
「
国
連
ミ

レ
ニ
ア
ム
宣
言
」
に
基
づ
く
「
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の
達
成
期
限
が

今
年
、
２
０
１
５
年
だ
。Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
、

開
発
途
上
国
の
貧
困
削
減
に
向
け
た
８
つ

17
の
目
標
と

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
目
標
と
21
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
設
定
さ

れ
、
具
体
的
な
数
値
目
標
を
踏
ま
え
た
開

発
協
力
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
最

貧
困
層
が
１
９
９
０
年
の
19
億
人
か
ら
２

０
１
５
年
の
８
億
３
６
０
０
万
人
ま
で
半

減
す
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
紛
争
地
域
の
人
々
や

女
性
な
ど
、
一
部
の
人
々
が
発
展
か
ら
取

り
残
さ
れ
る
不
平
等
の
存
在
も
指
摘
さ
れ

た
。

　
そ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
今
年
９
月
に

採
択
さ
れ
た
の
が
、
２
０
３
０
年
ま
で
の

15
年
間
を
実
施
期
間
と
す
る
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）」※

だ
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

で
は
、
達
成
が
不
十
分
だ
っ
た
一
部
の

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を
引
き
継
ぐ
と
と
も

に
、
先
進
国
を
含
め
た
世
界
全
体
の
持
続

可
能
な
発
展
に
向
け
た
目
標
や
、
先
進
国

と
開
発
途
上
国
の
協
力
関
係
を
深
め
る
た

め
の
目
標
が
加
わ
っ
て
い
る
。

　「
Ｄ
、つ
ま
り
〝D

evelopm
ent

〞
が
日
本

語
で
〝
開
発
〞
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
も
途
上
国
の
問
題
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
〝
発
展
〞

と
理
解
す
れ
ば
、
世
界
全
体
の
課
題
で
あ

る
こ
と
が
よ
り
実
感
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
、
公
益
財
団
法
人
地
球

環
境
戦
略
研
究
機
関
（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）
の
森

秀
行
所
長
は
指
摘
す
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
１
９
９
２
年
に
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択

さ
れ
た
行
動
計
画
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」
の

延
長
上
に
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

特
集  
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）

に
関
連
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
他
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
比
べ
て
数
値
目
標
が
あ
ま
り
設

定
さ
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
う
し
た

分
野
で
は
、
自
治
体
や
企
業
な
ど
が
自
分

た
ち
に
合
っ
た
目
標
を
作
る
こ
と
が
極
め

て
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
目
標
を
設
定
す
る
方
法
に
は
大
き
く
分

け
て
二
つ
あ
る
、
と
森
所
長
は
説
明
す
る
。

一
つ
目
は
、「
内
側
か
ら
生
ま
れ
る
現
実
的

な
目
標
」、
も
う
一
つ
は
「
外
側
で
提
示
さ

れ
た
も
の
を
取
り
入
れ
る
目
標
」
だ
。
内

側
か
ら
の
目
標
は
、
家
庭
や
企
業
な
ど
の

現
状
を
把
握
し
た
上
で
、
そ
の
延
長
線
上

で
実
現
可
能
な
目
標
を
設
定
す
る
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
企
業
や
団
体
な
ど
が

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。
一
方
、
例
え
ば
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
抜
本
的
に
削
減

す
る
こ
と
な
ど
は
「
外
部
か
ら
取
り
入
れ

る
目
標
」
に
当
た
る
。
現
実
的
な
目
標
を

定
め
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
基
本
と

な
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
科
学
的
な
視
点

か
ら
思
い
切
っ
た
目
標
を
定
め
れ
ば
、
革

新
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
が
開

け
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精
神
を
象
徴
す
る
言
葉
に
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
」
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
貧
困
、
紛
争
、
災
害
な
ど
、
過

酷
な
状
況
下
に
あ
る
人
た
ち
に
手
を
差
し

伸
べ
る
協
力
と
同
時
に
、
全
て
の
主
体
が

さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
身
近
な
課
題
を

解
決
し
て
い
く
こ
と
で
、
私
た
ち
皆
が
豊

か
さ
を
手
に
入
れ
る
、
新
し
い
未
来
が
見

え
て
く
る
は
ず
だ
。

私たちに何ができる？ 新たな開発目標 　　　 の特徴

「誰一人取り残されない」をキーワードに、People（人間）、Planet（地球）、Prosperity（繁栄）、
Peace（平和）、Partnership（連携）の「５つのP」に焦点を当てて取り組むことが掲げられた。

グローバル・地域レベルで策定された目標を、国やローカルレベルの政策に反映させ、
それぞれのレベルであらゆる関係者と協働しながら実施し、評価とレビューを行うことが大切。

貧困と飢餓を撲滅し、全ての人が平
等の下で、尊厳を持って健康に生き
られる環境を確保する

全ての人の豊かな生活
を確保し、自然と調和
した経済的・社会的・技
術的な進歩を目指す

全ての国・関係機関・人が、
目標達成のために協力する

恐怖や暴力のない、
平和で公正、かつ全
ての人を包み込ん
だ社会を育む

持続可能な消費と生産、
天然資源の管理、
気候変動対策などに取り組み、
地球環境を守る

ポリオの撲滅に向けて、ワクチンの
調達や予防接種キャンペーンなど
を支援（パキスタン）

アマゾンなどの熱帯林の変化を
測定し、森林や生物多様性を守
る活動を継続（ブラジル）

保健システム強化プロジェクトを、
アンゴラ・ブラジル・日本の三角協
力で実施（アンゴラ）

地雷の除去作業のために必要な
地雷探知機などの機材の調達を
支援（カンボジア）

メコン経済圏の南部経
済回廊の要衝となる「つ
ばさ橋」の建設に協力
（カンボジア）

SDGs

私
た
ち
が

未
来
を
つ
く
る

全
て
の
人
に
よ
り
良
い
世
界
を
―
―
。

そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
掲
げ
ら
れ
た
世
界
の
新
し
い
目
標

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）」が
、 

い
よ
い
よ
２
０
１
６
年
か
ら
始
ま
る
。

そ
こ
に
は
、私
た
ち
一
人
一
人
に
で
き
る
こ
と
が
、き
っ
と
あ
る
は
ず
だ
。

編
集
協
力
：
公
益
財
団
法
人 

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
（
I
G
E
S
）
森
秀
行
所
長
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「5つのP」と日本の取り組み全ての人の参画を

つの
連携

5 P Partnership

平和
Peace

人間
People

繁栄
Prosperity

Planet

グローバル・地域レベル

国レベル

ローカルレベル

国家目標・ターゲットへの
落とし込み

目標・ターゲット設定／
モニタリング・評価

実施
地球

特集 持続可能な開発目標（SDGｓ） 
私たちが未来をつくる

■ SDGsの17の目標

誰
の
た
め
の
目
標
か

自
分
の
頭
で
考
え
る

ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
で
は
、
社
会
の
発
展
に
必

要
な
環
境
資
源
を
保
護
・
更
新
す
る
経
済

活
動
へ
の
移
行
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
一
環

と
し
て
貧
困
削
減
な
ど
も
掲
げ
ら
れ
て
い

た
か
ら
だ
。

　
も
う
一
つ
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
が
多
角
化

し
た
理
由
と
し
て
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
一
定
の
成

功
を
収
め
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
国
連
本
部
が
軸
と
な
っ
て
、
幅
広
い
分

野
の
取
り
組
み
を
主
導
し
た
。
そ
の
結
果
、

世
間
の
注
目
が
集
ま
り
、
目
標
達
成
に
向

け
た
新
た
な
基
金
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
し

た
こ
と
か
ら
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
参
画
し
て
い
な

か
っ
た
国
連
機
関
な
ど
が
、
よ
り
積
極
的

に
参
画
し
た
の
だ
。
中
で
も
、
明
確
な
目

標
を
掲
げ
て
国
や
企
業
、
個
人
な
ど
、
多

彩
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
手
法
は
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を

通
し
て
定
着
し
た
。

　
森
所
長
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
内
容
に
目
を

通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
誰
に
向
け
た
も
の
で
、
ど
の
主
体
が
、

こ
れ
ら
に
ど
う
関
わ
っ
て
く
る
か
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
」と
強
調
す
る
。特
に
、

貧
困
や
環
境
面
の
課
題
な
ど
で
は
、
途
上

国
と
先
進
国
の
違
い
は
も
ち
ろ
ん
、
一
つ

の
国
で
も
都
市
と
地
方
で
状
況
が
大
き
く

違
う
た
め
、
世
界
共
通
の
数
値
目
標
を
作

る
こ
と
は
難
し
い
。
事
実
、
今
回
、
環
境

　
今
年
12
月
31
日
、
あ
る
目
標
が
期
限
を

迎
え
る
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

　
２
０
０
０
年
に
採
択
さ
れ
た
「
国
連
ミ

レ
ニ
ア
ム
宣
言
」
に
基
づ
く
「
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の
達
成
期
限
が

今
年
、
２
０
１
５
年
だ
。Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
、

開
発
途
上
国
の
貧
困
削
減
に
向
け
た
８
つ

17
の
目
標
と

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
目
標
と
21
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
設
定
さ

れ
、
具
体
的
な
数
値
目
標
を
踏
ま
え
た
開

発
協
力
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
最

貧
困
層
が
１
９
９
０
年
の
19
億
人
か
ら
２

０
１
５
年
の
８
億
３
６
０
０
万
人
ま
で
半

減
す
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
紛
争
地
域
の
人
々
や

女
性
な
ど
、
一
部
の
人
々
が
発
展
か
ら
取

り
残
さ
れ
る
不
平
等
の
存
在
も
指
摘
さ
れ

た
。

　
そ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
今
年
９
月
に

採
択
さ
れ
た
の
が
、
２
０
３
０
年
ま
で
の

15
年
間
を
実
施
期
間
と
す
る
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）」※

だ
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

で
は
、
達
成
が
不
十
分
だ
っ
た
一
部
の

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を
引
き
継
ぐ
と
と
も

に
、
先
進
国
を
含
め
た
世
界
全
体
の
持
続

可
能
な
発
展
に
向
け
た
目
標
や
、
先
進
国

と
開
発
途
上
国
の
協
力
関
係
を
深
め
る
た

め
の
目
標
が
加
わ
っ
て
い
る
。

　「
Ｄ
、つ
ま
り
〝D

evelopm
ent

〞
が
日
本

語
で
〝
開
発
〞
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
も
途
上
国
の
問
題
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
〝
発
展
〞

と
理
解
す
れ
ば
、
世
界
全
体
の
課
題
で
あ

る
こ
と
が
よ
り
実
感
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
、
公
益
財
団
法
人
地
球

環
境
戦
略
研
究
機
関
（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）
の
森

秀
行
所
長
は
指
摘
す
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
１
９
９
２
年
に
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択

さ
れ
た
行
動
計
画
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」
の

延
長
上
に
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

特
集  

持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）

に
関
連
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
他
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
比
べ
て
数
値
目
標
が
あ
ま
り
設

定
さ
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
う
し
た

分
野
で
は
、
自
治
体
や
企
業
な
ど
が
自
分

た
ち
に
合
っ
た
目
標
を
作
る
こ
と
が
極
め

て
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
目
標
を
設
定
す
る
方
法
に
は
大
き
く
分

け
て
二
つ
あ
る
、
と
森
所
長
は
説
明
す
る
。

一
つ
目
は
、「
内
側
か
ら
生
ま
れ
る
現
実
的

な
目
標
」、
も
う
一
つ
は
「
外
側
で
提
示
さ

れ
た
も
の
を
取
り
入
れ
る
目
標
」
だ
。
内

側
か
ら
の
目
標
は
、
家
庭
や
企
業
な
ど
の

現
状
を
把
握
し
た
上
で
、
そ
の
延
長
線
上

で
実
現
可
能
な
目
標
を
設
定
す
る
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
企
業
や
団
体
な
ど
が

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。
一
方
、
例
え
ば
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
抜
本
的
に
削
減

す
る
こ
と
な
ど
は
「
外
部
か
ら
取
り
入
れ

る
目
標
」
に
当
た
る
。
現
実
的
な
目
標
を

定
め
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
基
本
と

な
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
科
学
的
な
視
点

か
ら
思
い
切
っ
た
目
標
を
定
め
れ
ば
、
革

新
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
が
開

け
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精
神
を
象
徴
す
る
言
葉
に
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
」
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
貧
困
、
紛
争
、
災
害
な
ど
、
過

酷
な
状
況
下
に
あ
る
人
た
ち
に
手
を
差
し

伸
べ
る
協
力
と
同
時
に
、
全
て
の
主
体
が

さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
身
近
な
課
題
を

解
決
し
て
い
く
こ
と
で
、
私
た
ち
皆
が
豊

か
さ
を
手
に
入
れ
る
、
新
し
い
未
来
が
見

え
て
く
る
は
ず
だ
。

私たちに何ができる？ 新たな開発目標 　　　 の特徴

「誰一人取り残されない」をキーワードに、People（人間）、Planet（地球）、Prosperity（繁栄）、
Peace（平和）、Partnership（連携）の「５つのP」に焦点を当てて取り組むことが掲げられた。

グローバル・地域レベルで策定された目標を、国やローカルレベルの政策に反映させ、
それぞれのレベルであらゆる関係者と協働しながら実施し、評価とレビューを行うことが大切。

貧困と飢餓を撲滅し、全ての人が平
等の下で、尊厳を持って健康に生き
られる環境を確保する

全ての人の豊かな生活
を確保し、自然と調和
した経済的・社会的・技
術的な進歩を目指す

全ての国・関係機関・人が、
目標達成のために協力する

恐怖や暴力のない、
平和で公正、かつ全
ての人を包み込ん
だ社会を育む

持続可能な消費と生産、
天然資源の管理、
気候変動対策などに取り組み、
地球環境を守る

ポリオの撲滅に向けて、ワクチンの
調達や予防接種キャンペーンなど
を支援（パキスタン）

アマゾンなどの熱帯林の変化を
測定し、森林や生物多様性を守
る活動を継続（ブラジル）

保健システム強化プロジェクトを、
アンゴラ・ブラジル・日本の三角協
力で実施（アンゴラ）

地雷の除去作業のために必要な
地雷探知機などの機材の調達を
支援（カンボジア）

メコン経済圏の南部経
済回廊の要衝となる「つ
ばさ橋」の建設に協力
（カンボジア）

SDGs

私
た
ち
が

未
来
を
つ
く
る

全
て
の
人
に
よ
り
良
い
世
界
を
―
―
。

そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
掲
げ
ら
れ
た
世
界
の
新
し
い
目
標

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）」が
、 

い
よ
い
よ
２
０
１
６
年
か
ら
始
ま
る
。

そ
こ
に
は
、私
た
ち
一
人
一
人
に
で
き
る
こ
と
が
、き
っ
と
あ
る
は
ず
だ
。

編
集
協
力
：
公
益
財
団
法
人 

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
（
I
G
E
S
）
森
秀
行
所
長
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